
 

平成２５年度当初予算 施策別取組概要 
 

 
                  14301  地域福祉活動と権利擁護の推進  （健康福祉部） 

 14302  福祉分野の人材確保・養成    （健康福祉部） 

（主担当部：健康福祉部）       14303   福祉サービスの適正な確保    （健康福祉部） 
                  14304   ユニバーサルデザインのネットワークづくりの 

推進               （健康福祉部） 

                  14305   生活困窮者の生活保障と自立支援  （健康福祉部） 
                  14306  戦傷病者等の支援         （健康福祉部） 

 

 
 

 地域住民がボランティアに参加するなど、地域福祉活動が活発化するとともに、福祉・介護人材の

確保・養成等を進めることにより、地域の高齢者や障がい者、生活困窮者などのうち福祉的支援を必
要とする人びとに対し、質の高い福祉サービスの提供や利用のための支援が行われています。 

 

 
 

 

※各指標のＨ23 年度数値は現状値 

 

目標項目の説明 

三重県地域福祉権利擁護センターが実施する福祉サービス利用援助事業の契約人数 

 

 

 

目標項目  H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 

目標値 － 1,150 人 1,250 人  1,450 人 福祉サービス利用援助を活用す

る人数 実績値 1,026 人     

目標項目  H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 

目標値 － 
530,000

件 

541,000

件 

 562,000

件 
民生委員・児童委員活動件数 

実績値 
519,755

件 
  

 
 

目標値 － 29.2% 32.8％  40.0% 
介護関係職の求人充足率 

実績値 25.6%     

目標値 － 79.0% 79.5％  80.5% 適正な運営を行っている社会福

祉法人の割合 実績値 78.6%     

１４３ 支え合いの福祉社会づく 

    り 

平成 27年度末での到達目標 

施策の数値目標 

県民指標 

活動指標 



 

※各指標のＨ23 年度数値は現状値 

 
 

・ 地域支え合い体制づくり事業等により、高齢者や障がい者等が地域で自立した生活を続けられる

よう支援を行っていますが、今後ますます増大する福祉ニーズに対応するためには、地域を主体

とした民生委員・児童委員やボランティア活動、ＮＰＯ等の取組が重要となっています。 

・ 判断能力に不安のある高齢者や障がい者等に対する日常生活自立支援事業への支援を行ってい

ますが、高齢化の進展等により今後も利用者の増加が見込まれ、それに応じた実施体制や財源の

確保が課題となっています。また、成年後見制度の利用推進に向けた取組を進める必要がありま

す。 

・ 介護雇用プログラム事業の実施などにより介護分野における人材の確保を進めていますが、介護

現場は依然として、人手不足の状況が続いています。また、高齢化の進展等に伴い、中長期的な

観点からも、福祉・介護人材の確保・育成を進めることが必要となっています。 

・ 社会福祉法人や介護保険事業者への定期的な指導監査の結果、社会福祉法人の運営費の資金流用

や介護保険事業者の不正請求など不適正な運営が確認されており、今後とも増加する事業者への

的確な指導監査の実施が課題となっています。 

・ 身体に障がいのある方や妊産婦などで、歩行が困難な方の外出を支援するため、「三重おもいや

り駐車場利用証制度」を全市町の協力を得て 10 月１日から開始しました。当制度の普及啓発活

動などを通じ、市町やユニバーサルデザインアドバイザーなどさまざまな主体とのネットワーク

づくりを進め、地域での自立的なユニバーサルデザインの活動を広げていくことが課題です。 

・ 厳しい雇用・経済情勢や高齢社会を背景に生活困窮者の多い状況は継続しており、引き続き生活

の支援と自立に向けた支援が求められています。 

・ 戦争犠牲者への慰霊や、戦傷病者、戦没者遺族に対する支援が引き続き必要です。 

 

 
 
 
・ 一斉改選を迎える民生委員・児童委員の研修や活動支援を行うとともに、ボランティア活動の活

性化を図ります。また、地域の支え合い体制づくりについては、国の支援策の活用などにより市

町等の取組を支援し、地域における高齢者や障がい者などへの適切な支援を進めます。 
・ 判断能力に不安のある高齢者や障がい者が、安心して地域で暮らすことができるよう、社会福祉

協議会が実施する日常生活自立支援事業を支援するとともに、関係団体と連携して成年後見制度

の利用推進に取り組みます。 

目標項目  H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 

目標値 － 45 件 70 件  120 件 さまざまな主体の連携によるユ
ニバーサルデザインの取組実施

数 
実績値 22 件   

 
 

目標値 － 
50.0% 

(23年度) 

50.0％

(24年度) 

 50.0% 

(26年度) 生活困窮者等の就労・増収達成

率 
実績値 

41.9% 

(22年度) 
  

 
 

目標値 － 1,145 人 1,145 人  1,145 人 戦傷病者等の支援事業への参加

者数 実績値 1,122 人     

平成 25 年度の取組方向 

健康福祉部 

進捗状況（現状と課題） 



 

・ 福祉・介護分野の人材確保を図るため、福祉人材センターによる新たな人材の確保や、求人・求

職者のマッチング等を実施するとともに、社会福祉研修センターが実施する社会福祉施設職員の

研修事業を支援するなど、人材の育成を図ります。 
・ 社会福祉法人や介護保険事業者等の不正事案に対して、実効性のある指導監査を実施していきま

す。また、平成 25 年度から社会福祉法人への指導監督権限の一部が市に移譲されるため、市と連

携し、的確な指導監査に取り組みます。 

・ 「三重おもいやり駐車場利用証制度」の普及啓発など、県民にとって身近なユニバーサルデザイ

ンの取組を通じ、さまざまな主体をつなぐネットワークづくりを行うとともに、次世代を担う子

どもたちを中心にユニバーサルデザインの意識づくりを進めます。 
・ 指導監査等を通じて生活保護の適正な実施を図るとともに、生活保護受給者の経済的自立や日常

生活、社会生活の自立に向けた支援を行います。 
・ 戦傷病者や戦没者遺族にかかる援護事業について、きめ細かな配慮を行いながら、適切に実施し

ます。 
 

 
 
 

●（新）民生委員一斉改選事務費【基本事業名：14301 地域福祉活動と権利擁護の推進】 

   予算額：(24) － 千円 → (25)  ５，５７３千円 

   事業概要：３年に１度の民生委員・児童委員の一斉改選に伴い、市町の推薦にかかる経費への

補助や、新任委員への研修等を行います。 

  

●日常生活自立支援事業【基本事業名：14301地域福祉活動と権利擁護の推進】 

   予算額：(24) １２７，５３５千円 → (25)  １４７，１００千円 

   事業概要：判断能力に不安のある認知症高齢者や知的障がい者等の日常生活を支援するため、

福祉サービスの利用援助等を行う県社会福祉協議会の活動を支援します。 

 

●福祉人材センター運営事業【基本事業名：14302福祉分野の人材確保・養成】 

   予算額：(24) ３０，８７７千円 → (25)  １１，０７３千円 

   事業概要：福祉人材センターに福祉・介護職場にかかる求人・求職情報を集約し、無料職業紹

介や福祉職場説明会の実施など、福祉・介護職場での就労を希望する人への相談・

支援を行います。 

 
●社会福祉研修センター事業費補助金【基本事業名：14302 福祉分野の人材確保・養成】 

   予算額：(24) １６，５９５千円 → (25)  １４，１０６千円 

   事業概要：福祉・介護職員の資質向上を図るため、社会福祉研修センターが実施する社会福祉

施設職員に対する研修事業に補助を行います。 

 
●社会福祉法人等指導監査費【基本事業名：14303福祉サービスの適正な確保】 

   予算額：(24)  ２，８０２千円 → (25)   ４，０４７千円 

   事業概要：社会福祉法人の適正な運営、社会福祉施設等による適切なサービス提供の確保に向

け、法人や施設等に対し、指導監査や実地指導等を実施します。 

 

主な事業 

健康福祉部 



 

●三重おもいやり駐車場利用証制度展開事業【基本事業名：14304 ユニバーサルデザインのネッ

トワークづくりの推進】 

   予算額：(24) ３９，８３８千円 → (25) ６，３１７千円 

   事業概要：身体に障がいのある方や妊産婦、けが人などで、歩行が困難な方の外出を支援する

ため、市町やユニバーサルデザインアドバイザーなど、さまざまな主体と連携して

「三重おもいやり駐車場利用証制度」の普及啓発を行うとともに、「おもいやり駐車

場」の登録について、事業者等に協力を依頼します。 

 

●ＵＤのネットワークづくり推進事業【基本事業名：14304 ユニバーサルデザインのネットワー

クづくりの推進】 

   予算額：(24) ３，６２２千円 → (25) ２，５７９千円 

事業概要：ユニバーサルデザインの意識づくりを進めるため、学校出前授業など次世代を担う

子どもたちを中心に啓発を進め、市町やユニバーサルデザインアドバイザーなどさ

まざまな主体をつなぐネットワークづくりを推進します。 

 
●生活保護扶助費【基本事業名：14305 生活困窮者の生活保障と自立支援】 
予算額：(24) ２，００７，２２９千円 → (25) ２，０４７，３７４千円 

   事業概要：生活に困窮する方に対して、憲法で定められた健康で文化的な最低限度の生活を保

障するため、生活保護法に基づいて必要な扶助費を給付するとともに、自立助長を

図ります。 

 

●遺族及び留守家族等援護事業【基本事業名：14306 戦傷病者等の支援】 

   予算額：(24) １０，４９７千円 → (25)  １０，６０２千円 

   事業概要：戦傷病者及び戦没者遺族等への援護のため、特別弔慰金、特別給付金等の審査、裁

定事務を行うとともに、戦傷病者相談員や戦没者遺族相談員を配置して、必要な相

談・支援を行います。 

 


